
　

カ
ー
ド
型
の
有
価
証
券（「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
」）の
う

ち
、
使
用
期
限
が
発
行
日
か
ら
6
ヵ
月
を
超
え
る
も
の
は
、

「
前
払
式
支
払
手
段
」
と
し
て
、
法
律
に
よ
っ
て
規
制
を

受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
返
金
や
期
限
に
つ
い
て
は
規

定
が
な
く
、
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
事
業
者
が
定
め
た
利
用

規
約
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
次
の
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
残
額
が
あ
っ
て
も
利
用
で
き

　

な
い
。

②
原
則
、
払
戻
し
や
換
金
が
で
き
ず
、
お
つ
り
も
出
な
い
。

③
カ
ー
ド
を
紛
失
・
破
損
す
る
と
、
利
用
で
き
な
い
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
給
油
カ
ー
ド
な
ど
は
、
商
品
券

と
同
じ
も
の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
無
期
限
の
金
券
と
は

異
な
り
ま
す
。
購
入
す
る
際
は
、
利
用
で
き
る
店
舗
と
利

用
規
約
を
確
認
し
、
今
後
利
用
す
る
金
額
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
お
手
持
ち
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ご
不
明
な
点
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

新
米
シ
ー
ズ
ン
到
来
〜
お
い
し
く
食
べ
る
に
は

〜

〜 61

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター
No.96　プリペイドカードの落とし穴

ほっとコラム 71
市 長　來 住 壽 一

　この夏は、西脇工業高校の夏の甲子園出場
という快挙で熱く燃えた夏となりました。
　県大会で、野球の強豪校・育英、報徳、東
洋大姫路とともに、西脇工業がベスト４に駒
を進め、この時誰もが、西工の快進撃をたた
えたものです。準決勝で育英高校に10対７
で勝利した時、これまた誰もが、県大会優勝
を願いました。決勝は、東洋大姫路と。西工
らしい粘り強い試合運びで、３対２の見事な
サヨナラ勝ち。願いどおりの県大会優勝。西
脇始まって以来の大快挙を成し遂げました。
　８月８日第95回全国大会が開幕し、憧れ
の甲子園球場で堂々の入場行進。目頭が熱く
なるのを覚えました。１回戦は、島根県代表
の石見知翠館高校と対戦。４対１のこれまた
堂々とした試合運びで念願の初戦を突破。
　織物まつりと日程が重なったため、市民セ
ンターの大画面で、市民の皆さんと大声援を
送り続けました。勝利の瞬間、体育館は大感
動に包まれ、私も涙があふれ出していました。
　残念ながら、２回戦の千葉県代表・木更津
総合高校に惜敗しましたが、期待どおりの快
進撃を成し遂げた西工野球部の皆さんに大拍
手を送ります。
　球児の憧れ・夏の甲子園の大舞台で、県下
161校の代表として、一球一球に集中すると
いう何物にも代えられない経験は、選手の皆
さんの今後に大きな力になると信じています。
　県大会優勝の直後、鈴木啓示さんから「西
工は、これから新しい歴史を刻んでいくだろ
う。嬉しい限り」とありがたい電話をいただ
きました。私もそう思います。甲子園出場と
いう大きな夢をチーム一丸となって達成した
のですから、その誇りを持って新しい歴史を
積み重ねてほしいと願っています。
　ジュニアリーグの子どもたちにも夢を持つ
ことの大切さを教えてくれました。市民のみ
ならず広く地域の皆さんに大きな感動をもら
いました。西工の皆さん！ありがとう。
　友好都市富良野市はじめ全国から温かいご
支援をいただきました。西工・甲子園出場を
支えていただいたすべての方に感謝、感謝。

熱く燃えた夏
今、この時を輝いて生きる

̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

コラム 71
市 長　來 住 壽 一
熱く燃えた夏

☎22-3111
（生活環境課内）
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第
10
回（
最
終
回
）男
女
共
同
参
画

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

 　
「
暮
ら
し
の
中
の
女
と
男
」
を

テ
ー
マ
に
、
男
女
が
互
い
を
尊
重

し
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
支

え
合
い
、
共
に
輝
い
て
暮
ら
し
て

い
る
様
子
を
五
・
七
・
五
の
川
柳

で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
に
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
輝
く

瞬
間
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
瞬
間
を

表
現
し
た
あ
な
た
の
作
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
日　

9
月
30
日（
月
）

▼
応
募
資
格　

小
学
6
年
生
以
上

▼
応
募
方
法　

１
人
2
句
ま
で

（
未
発
表
の
も
の
）。
応
募
用
紙
ま

た
は
は
が
き
に
、
川
柳
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
左
記
ま
で
。
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

市
関
連
施
設
に
あ
る
投
句
箱
へ
の

応
募
も
可
（
小
学
生
は
学
校
へ
の

提
出
も
可
）
▼
応
募
先　

〒
6
7

7‐0
0
1
5 
西
脇
市
西
脇
7
9

0‐1
5 
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
あ

て
、　

22‐6
0
1
5
、
メ
ー
ル

m
anavita@

city.nishiw
aki.h

yogo.jp

▼
結
果
発
表　

入
賞
者

（
特
選
、
準
特
選
、
パ
ー
ト
ナ
ー

賞
、
佳
作
ほ
か
）
に
は
記
念
品
を

進
呈
（
小
学
生
に
は
全
員
に
参
加

賞
）。
入
賞
作
品
は
広
報
に
し
わ

き
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

人
権
週
間
に
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
で

啓
発
パ
ネ
ル
展
を
開
催
▼
問
合
せ

　

男
女
共
同
参
画
も
っ
と
す
て
き

に
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
委
員
会
事
務

局（
生
涯
学
習
課
内
／
☎
22‐5
9

9
6
）

 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験

 　
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と

は
、
学
校
教
育
法
第
18
条
の
規
定

に
よ
り
、
病
気
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
由
に
よ
っ
て
保
護
者
が
義
務

教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
子
に

対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る

た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
す
。

　

合
格
し
た
方
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
受
験
資
格
・
出
願
書
類　

市
教

委
学
校
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
▼
願
書
受
付

期
間　

8
月
28
日（
水
）〜
9
月
13

日（
金
）消
印
有
効
▼
試
験
期
日　

10
月
28
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時
40
分
▼
試
験
会
場　

兵
庫
県

職
員
会
館
（
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
4
丁
目
18
番
2
号
）
▼
試
験

科
目　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理

科
・
外
国
語（
英
語
）。
各
科
目
40

分
▼
問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
市

役
所
内
線
5
2
7
）

▼
品
種 

市
内
の
生
産
は
、
酒
米

の
山
田
錦
が
4
割
、
き
ぬ
む
す
め

が
4
割
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
１
割
、

残
り
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
で
す
。

「
き
ぬ
む
す
め
」
は
キ
ヌ
ヒ
カ
リ

を
母
と
す
る
ま
さ
に
娘
の
品
種
で
、

昨
年
デ
ビ
ュ
ー
。
暑
さ
に
弱
い
母

の
弱
点
を
克
服
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

一
族
の
味
や
粘
り
を
持
ち
合
わ
せ
、

美
し
い
外
観
が
特
徴
で
全
国
に
生

産
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
は
宮
崎
で
育

成
さ
れ
、
九
州
米
の
悪
評
を
一
蹴

し
た
品
種
。
全
国
で
人
気
で
す
が
、

近
年
、
九
州
で
は
温
暖
化
被
害
を

受
け
る
こ
と
か
ら
他
品
種
へ
転
換

が
進
ん
で
い
ま
す
。「
今
の
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
は
兵
庫
県
産
が
一
番
お
い

し
い
」
と
、
お
米
屋
さ
ん
で
は
評

判
で
す
。

　
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
ご
存
じ
ス

ー
パ
ー
ス
タ
ー
。
倒
れ
や
す
く
収

量
が
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ
を
超

え
る
品
種
は
今
も
現
れ
て
い
ま
せ

ん
。

▼
外
観　

米
粒
を
見
て
、
割
れ
や

変
形
、
白
濁
な
ど
が
少
な
く
、
粒

揃
い
の
良
い
も
の
ほ
ど
、
均
一
に

お
い
し
く
炊
飯
で
き
ま
す
。

▼
成
分　

お
い
し
い
お
米
は
、
タ

ン
パ
ク
質
や
ア
ミ
ロ
ー
ス
の
含
有

率
が
低
く
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肥
料
を
や

り
す
ぎ
な
い
栽
培
方
法
と
有
機
質

資
材
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

土
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
お
米
の
水
分
含
量
や

保
存
状
態
、
精
米
日
な
ど
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
お
米
を
選
ぶ
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▲昨年の川柳コンクール作品展示

夢
を
持
つ
こ
と

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
室
コ
ラ
ム

64

　

8
月
の
「
人
権
文
化
を
す
す
め

る
市
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
に

は
、
市
内
8
会
場
で
講
演
会
を
開

催
し
、
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
の
言
葉
や
内
容

が
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
っ
た
り
、

生
活
の
中
で
心
の
支
え
と
な
る
場

面
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の
心
の
中
に

余
韻
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

夏
、
西
脇
工
高
が
甲
子
園
に
初
出

場
す
る
と
い
う
大
き
な
喜
び
に
沸

き
、
初
陣
と
は
思
え
な
い
彼
ら
の

は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
大
き

な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
姿
を
見
て
い
て
、
昨
年

の
月
間
講
演
会
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
の
講
演
会
に
は
障
害
者
野

球
チ
ー
ム
神
戸
コ
ス
モ
ス
で
活
躍

中
の
岡
原
年
秀
さ
ん
を
お
呼
び
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
西
脇
工
高

野
球
部
の
監
督
を
は
じ
め
多
く
の

選
手
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
原
さ
ん
は
仕
事
中
に
右
腕
を

機
械
に
挟
ま
れ
切
断
す
る
、
と
い

う
大
事
故
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
想

像
を
絶
す
る
苦
し
み
や
絶
望
の
中
、

障
害
者
野
球
に
出
会
う
こ
と
で
、

生
き
る
勇
気
が
沸
き
、
新
た
な
夢

に
向
か
っ
て
歩
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
と
、
次
の
よ
う
に
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。「
夢
を
持
つ
と
、
ま

ず
自
分
が
生
き
生
き
し
て
き
ま
す
。

そ
し
て
仲
間
を
大
切
に
し
よ
う
と

い
う
思
い
が
芽
生
え
ま
す
。
す
る

と
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
が
少
々
ミ
ス

し
て
も
そ
れ
を
責
め
る
の
で
は
な

く
、
互
い
に
カ
バ
ー
し
よ
う
と
す

る
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、
チ
ー
ム
の

み
ん
な
を
リ
ス
ペ
ク
ト
（
尊
敬
）

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
」

　
「
野
球
」
と
い
う
共
通
の
目
標

が
あ
る
か
ら
か
、
真
っ
黒
に
日
焼

け
し
、
凜
と
し
た
表
情
で
真
剣
に

話
を
聞
く
西
工
高
生
の
姿
は
今
で

も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
後
の
感
想
に
、
こ
ん
な
一

文
が
あ
り
ま
し
た
。
「
ぼ
く
た
ち

の
チ
ー
ム
は
ま
だ
ま
だ
弱
い
。
し

か
し
、
岡
原
さ
ん
の
よ
う
に
、
自

分
と
仲
間
を
信
じ
、
大
き
な

『
夢
』
に
向
か
っ
て
、
歩
ん
で
い

き
た
い
」。
そ
の
一
年
後
、
彼
ら

は
甲
子
園
と
い
う
大
き
な
舞
台
で

大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
を
終
え
、
彼
ら
は
よ
り

大
き
な
夢
を
抱
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
夢
の
実
現
を
応
援

し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
夢
や
希
望

を
持
ち
、
よ
り
充
実
し
た
生
活
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ひ
と　
　

ひ
と


